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例
に
よ
っ
て
岡
田
さ
ん
の
講
義
を
聞
き
に

「
ア
ト
リ
エ
Ｊ
ｅ
︱

ｔ
ｅ
ｅ
」
へ
出
向
い
た
。

　

前
回
で
取
り
上
げ
た
ジ
ェ
ン
セ
ン
は
ま
ず
ま

ず
の
反
響
が
あ
っ
た
と
い
う
。
ジ
ェ
ン
セ
ン
は

15
イ
ン
チ
の
同
軸
フ
ル
レ
ン
ジ
ユ
ニ
ッ
ト
が
つ

と
に
知
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
を
あ
え
て
隠
し
球

に
し
た
の
が
よ
か
っ
た
の
だ
ろ
う
と
思
っ
た
。

な
の
で
今
回
い
よ
い
よ
ジ
ェ
ン
セ
ン
の
立
役

者
、
同
軸
ユ
ニ
ッ
ト
が
登
場
と
な
る
。

　

ユ
ニ
ッ
ト
が
ハ
ダ
カ
で
床
に
転
が
っ
て
い

る
。
ひ
と
つ
が
そ
の
ジ
ェ
ン
セ
ン
の
５
３
０
。

50
年
代
前
半
の
も
の
。
も
う
ひ
と
つ
が
も
っ
と

新
し
い
、
80
年
代
の
ガ
ウ
ス
３
５
８
８
。

　

ナ
タ
リ
ー
・
コ
ー
ル
の
『
ア
ン
フ
ォ
ゲ
ッ
タ

ブ
ル
』
を
そ
れ
ぞ
れ
か
ら
再
生
し
て
み
た
。
ガ

ウ
ス
は
鼻
づ
ま
り
声
で
ジ
ェ
ン
セ
ン
は
す
ら
っ

と
し
て
い
る
。
か
な
り
違
う
も
の
だ
な
と
思
っ

て
い
た
ら
、
岡
田
さ
ん
は
ト
ゥ
イ
ー
タ
ー
を
わ

ざ
と
切
っ
て
い
た
。
そ
の
理
由
は
ウ
ー
フ
ァ
ー

の
高
域
が
ど
こ
ま
で
伸
び
て
い
る
か
と
い
う
こ

と
を
私
に
教
え
た
か
っ
た
た
め
だ
。
つ
ま
り
５

３
０
は
ウ
ー
フ
ァ
ー
一
発
だ
け
で
も
け
っ
こ
う

い
け
る
。

 

「
ジ
ェ
ン
セ
ン
の
発
想
は
、
ウ
ー
フ
ァ
ー
を
フ

ル
レ
ン
ジ
の
よ
う
に
目
一
杯
の
帯
域
に
使
っ

て
、
足
り
な
い
高
域
へ
ち
ょ
こ
ん
と
ト
ゥ
イ
ー

タ
ー
を
加
え
、
低
域
を
エ
ン
ク
ロ
ー
ジ
ャ
ー
で

補
う
と
い
う
こ
と
な
ん
で
す
。
複
雑
な
こ
と
を

し
て
い
な
い
か
ら
、
音
が
自
然
で
し
ょ
」

　

次
に
ち
ゃ
ん
と
ト
ゥ
イ
ー
タ
ー
を
出
し
て
も

ら
う
と
、
さ
す
が
に
ひ
と
か
さ
上
が
伸
び
て
ナ

タ
リ
ー
の
声
が
み
ず
み
ず
し
く
な
っ
た
。
ユ
ニ

ッ
ト
1
個
が
床
に
ご
ろ
り
だ
か
ら
、
ス
テ
レ
オ

感
は
当
然
な
い
し
、
セ
ッ
テ
ィ
ン
グ
も
へ
っ
た

く
れ
も
な
い
。
な
の
に
そ
の
声
質
に
引
き
込
ま

れ
る
。
一
緒
に
床
に
寝
そ
べ
り
た
く
な
っ
た
。

　
５
３
０
の
わ
き
に
タ
イ
プ
H
と
い
う
同
軸
も

あ
っ
た
。
こ
れ
は
40
年
代
の
製
造
。
中
央
に
ド

ラ
イ
バ
ー
が
埋
め
込
ま
れ
て
い
て
、
ウ
ー
フ
ァ

ー
の
コ
ー
ン
紙
を
ホ
ー
ン
に
見
立
て
て
い
る
。

な
る
ほ
ど
ラ
ッ
パ
っ
ぽ
い
。
私
は
ボ
ー
カ
ル
と

い
う
点
で
は
こ
っ
ち
が
好
み
だ
っ
た
。
ミ
ッ
ド

レ
ン
ジ
が
豊
か
で
し
な
や
か
。
女
性
ボ
ー
カ
ル

専
用
に
欲
し
い
逸
品
だ
。
５
３
０
は
も
っ
と
高

域
に
メ
リ
ハ
リ
が
あ
っ
て
音
楽
の
守
備
範
囲
が

広
い
。
い
ず
れ
に
せ
よ
ボ
ー
カ
ル
は
点
音
源
に

限
る
と
も
思
っ
た
。

　

最
後
に
登
場
し
た
ユ
ニ
ッ
ト
が
、Ｇ
６
０
０
。

3
ウ
ェ
イ
の
同
軸
。
ジ
ェ
ン
セ
ン
の
ボ
ス
。
ウ

ー
フ
ァ
ー
と
ト
ゥ
イ
ー
タ
ー
は
プ
レ
ス
テ
ー
ジ

モ
デ
ル
の
イ
ン
ペ
リ
ア
ル
で
使
わ
れ
て
い
る
。

 

「
同
種
の
Ｇ
６
１
０
が
有
名
で
す
が
、
あ
れ
は

Ｐ
Ａ
用
な
ん
で
す
。
Ｇ
６
０
０
の
方
が
モ
ダ
ン

だ
し
、
ま
と
ま
り
が
い
い
で
す
ね
」。

　
Ｊ
ｅ
︱

ｔ
ｅ
ｅ
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
・
エ
ン
ク
ロ

ー
ジ
ャ
ー
に
入
れ
た
そ
の
音
を
聴
い
た
。
や
は

り
群
を
抜
い
て
い
る
。
そ
の
声
は
あ
ま
り
に
も

官
能
的
。
雰
囲
気
を
変
え
て
、
オ
ス
カ
ー
・
ピ

ー
タ
ー
ソ
ン
を
か
け
て
み
た
と
こ
ろ
、
お
そ
ろ

し
く
ハ
イ
フ
ァ
イ
的
で
も
あ
っ
た
。
し
か
も
心

地
よ
い
と
ろ
み
が
あ
る
。
こ
の
と
ろ
み
こ
そ
、

ス
ペ
ッ
ク
で
示
す
こ
と
が
で
き
な
い
貫
禄
と
い

う
も
の
だ
ろ
う
。

G-600
38cmの3way同軸ユニットでミッドレンジにフェノリックダイアフラムを採用したホーン型ドライバーを搭載。ウーファー
とトゥイーターは前号で紹介された最上位機種の PR-100インペリアルと同じものが贅沢に使われていているため、
コンパクトな同軸ユニットながら上位機種システムの音場がみごとに再現される。このユニットの原型になったのは
1950年に開発された日本でも良く知られるG-610ユニットだが、こちらはPAシステムを目的に作られてるため、中
高域が強めに設計され、かなり大きな箱が必要となったため、通常の部屋でバランスが取れるように設計されたの
がこのG-600ユニットのようだ。1959年から3年間ぐらいしか作られていなため、生産台数も少なく日本でもあまり
見かけないが、最近の録音ソースも十分に対応する完成度の高いユニット。市場価格65 ～ 75万円/ペア

Retro-Future
古くて新しい  もうひとつのビンテージオーディオ

Jensen
ジェンセン
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ジ
ェ
ン
セ
ン
の
立
役
者
、
同
軸
ユ
ニ
ッ
ト
が
登
場

ハ
イ
フ
ァ
イ
的
で
心
地
よ
い
と
ろ
み
は
群
を
抜
く
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Retro-Future
古くて新しい  もうひとつのビンテージオーディオ

ビンテージといえば、アルテックやタンノイ、JBL、マッキントッシュ等が
誌面に取り上げられる機会が多い。しかし、当時これらの老舗と肩を
並べる他の多くのブランドがあったことを知る人は少ないだろう。
東京、目黒にあるビンテージショップ「アトリエJe-tee」では、
音質はもちろん、デザインにもこだわった「もうひとつのビンテージ」を
数多く紹介している。本企画では、同店で販売されている
製品を中心に、毎号テーマとなるブランドを取り上げている。

Jensen
ジェンセンのフルレンジユニット

第3回

ジェンセンの同軸ユニットの特徴としてウーファー部分の解像
力が非常に高く、38cmタイプでもフルレンジに近い鳴り方を
するので、トゥイーターやドライバーとのつながりが非常にいい。
また、スタジオモニターやコンシューマーを目的としているので
比較的狭いス ペースでも使いやすいユニットである。ほとんど
のユニットが反応の速いフィックスドエッジにこだわって作られて
おり、コンデションの良い物は50年以上も経ってもエッジ交換
も不要で、この先の数十年以上も使えるものばかりなのは驚
かされる。なお、同社からはフルレンジユニットを搭載したメー
カーシステムは発売されておらず、これらのユニットをうまく鳴ら
すコツは薄めの板で作られた響きの良い少し大きめの箱か、バ
ックロードタイプの箱に入れることであろう。

TYPE-H
1944年頃に開発され、当社初の38cmのカーブドコー
ンのウーファーとドライバーの2way同軸ユニットで、そ
の構造はTannoyにも影響を与えたようだ。ほとんどフ
ルレンジのような鳴り方をするウーファーと高域トゥイー
ターのつながりがすばらしく、まるでシングルコーンで鳴っ
ているかの様。レンジはあまり広くないが、中域音の密
度が高く生 し々く色気のあるボーカルが聴ける。市場
価格40 ～ 45万円/ペア

H-222
1951年 頃 に 開 発された
30cmの同軸2wayユニット
で、マグネットは38cm同軸
ユニットとほぼ同じ強力なも
のが使われているため、より
反応の速い再生音を可能に
している。 
そのため、通常の30cm用
の箱ではバランスを取ること
が難しく、やや大きめの箱か
バックロードの箱が必要とな
るが、非常にコンパクトなユニッ
トながら高い潜在能力を持つ
ユニットといえる。市場価格
18 ～ 22万円/ペア

RP-103
比較的大きなアルミダイキャ
スト製のホーンを持つトゥイー
ターで、フェノリック製のダイ
アフラムを採用するため、能
率もかなり高く、とてもクセが
なく滑らかな音色で100dbを
超えるユニットにも楽 と々つ
いていく。同社のほとんどの
同軸ユニットの高域用に採
用されていて、Jensenサウン
ドの色付けをする上で重要な
ユニットである。市場価格7
～ 8万円/ペア

RP-102
大きなアルミダイキャスト製のホーンとフェノリック
製のダイアフラムを持つトゥイーターで、RP-103
をモディファイしたタイプとなる。このユニットは
H-530同軸ユニットに同じものが搭載されている。
市場価格9 ～ 10万円/ペア

同社のトゥイーターに採用されて
いるフェノリック製のダイアフラム

H-530
1953年頃に開発された38cmの同軸2wayユニットで、
ウーファー部分のマグネットがより強力になり、高域用に
大きな金属製の大きなホーンが搭載され、外付けのネッ
トワークが付属している。これにより反応が速くレンジ
の広い音場再現が可能になり、音楽ジャンルを選ばず
に使え、ツヤのある弦の響きや軽快なピアノのタッチも
良く再現される、鳴らしやすいユニットである。市場価
格35 ～ 40万円/ペア

P8RX
20cmのシングルコーンのフ
ルレンジユニットで、薄くて
張りのあるコーン紙と強力
なマグネットで能率も高く、
音の芯が太くパリっとした音
が特徴。 少し大きめの箱
に入れて使うと、ジャンルを
選ばずに使える完成度の
高いユニットである。市場
価格8 ～ 10万円/ペア


